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　新
体
制
ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト！



▲長年空き家だった古民家を自身で修繕しました

▲昔ながらの風情が楽しめる空間です

▲「田舎体験を目的に来るお客さんが多く、気持ちの優しい方々が訪れてくれる」と望さん㊧

ネ
ッ
ト
で
知
り
、
山
に
入
っ
た
こ
と

が
秋
田
の
地
を
踏
む
最
初
の
一
歩
で

し
た
。

　
大
学
卒
業
後
に
同
市
へ
移
住
し
、

築
１
２
０
年
の
空
き
家
を
譲
り
受
け

て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
秋
田
県
の

「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
」
や

中
小
企
業
庁
の
「
事
業
再
構
築
補
助

金
」
な
ど
を
活
用
し
、
同
農
園
を
始

め
ま
し
た
。

　
望
さ
ん
は
「
水
道
が
な
か
っ
た
た

め
、
水
源
の
整
備
に
苦
労
し
た
。
自

宅
か
ら
１
㌔
離
れ
た
水
源
ま
で
ホ
ー

　
「
田
舎
体
験
に
興
味
の
あ
る
人
が

滞
在
し
、
何
か
の
き
っ
か
け
作
り
の

場
に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話

す
北
秋
田
市
阿
仁
の
木
村
望の
ぞ
み
さ
ん

（
31
）。
農
業
体
験
や
奥
山
の
暮
ら

し
な
ど
、
自
然
が
満
喫
で
き
る
農
家

民
宿
「
了
月
舎
農
園
」
を
令
和
５
年

か
ら
営
ん
で
い
ま
す
。

　
山
梨
県
で
育
っ
た
望
さ
ん
は
、
大

学
生
時
代
に
野
生
動
物
の
生
態
に
興

味
を
持
ち
、
20
歳
で
狩
猟
免
許
を
取

得
。
マ
タ
ギ
の
方
と
山
歩
き
が
で
き

る
農
村
体
験
ツ
ア
ー
を
イ
ン
タ
ー

北
秋
田
市
阿
仁
　
農
家
民
宿
「
了り

ょ
う
げ
つ
し
ゃ

月
舎
農
園
」

県
外
か
ら
移
住
し
て
就
農

　
民
宿
と
農
産
加
工
の
二
刀
流
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▲�お菓子を満喫できる宿泊プランも計画中
です

に
注
力
し
、「
紅
あ
ず
ま
」
や
「
紅

は
る
か
」
な
ど
４
品
種
を
手
が
け
ま

す
。
作
付
け
し
て
５
年
が
経
過
し
、

よ
う
や
く
栽
培
の
流
れ
が
定
着
し
ま

し
た
。
毎
年
苗
は
千
本
ほ
ど
を
植
え

付
け
し
ま
す
。

　
焼
き
芋
や
お
菓
子
に
加
工
し
た
と

こ
ろ
好
評
で
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
ほ

か
、
北
秋
田
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
「
四
季
美
館
」
や
道
の
駅
あ

に
で
通
年
販
売
し
て
い
ま
す
。
お
菓

子
は
６
種
類
あ
り
、
焼
き
菓
子
の
ビ

ス
コ
ッ
テ
ィ
が
一
番
人
気
で
す
。
今

後
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
販
売
も
考

え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
建
物
の
全
面
修
繕
完
了
が
目
標
の

望
さ
ん
。
「
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く

れ
る
こ
と
が
あ
り
が
た
く
、
ネ
ッ
ト

で
も
高
評
価
を
得
て
い
る
。
な
に
よ

り
地
域
の
人
た
ち
に
受
け
入
れ
て
も

ら
い
な
が
ら
運
営
で
き
て
い
る
こ
と

が
一
番
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
魅
力
を
宿
泊
者
に
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

ス
を
伸
ば
し
、
敷
き
詰
め
た
細
か
い

砂
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
で
水
を

流
す
緩か
ん

速そ
く

ろ
過
を
行
っ
た
」
と
説
明

し
ま
す
。
さ
ら
に
お
い
し
い
水
を
飲

む
た
め
に
、
塩
素
滅
菌
機
と
塩
素
を

抜
く
た
め
の
浄
水
器
を
使
う
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

　
客
層
は
県
内
外
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン

ス
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
海
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
英
語
や
中

国
語
を
話
せ
る
妻
の
張
ち
ょ
う
り
ょ
う
り
ょ
う

了
了
さ
ん

（
33
）
が
担
当
で
す
。
「
妻
が
い
な

け
れ
ば
民
宿
は
成
り
立
た
な
い
」
と

望
さ
ん
は
信
頼
を
寄
せ
ま
す
。

　
現
在
ネ
ギ
約
10
㌃
、
サ
ツ
マ
イ
モ

約
10
㌃
を
栽
培
。
特
に
サ
ツ
マ
イ
モ

　サツマイモが大好きなすみれさん。特に芋けんぴは大好物
です。
　雪遊びが好きで、大自然を満喫し毎日元気に過ごしている
そうです。

木村　すみれさん（3）<望さん・了了さん夫妻のお子さん>

表紙表紙のの紹介紹介

左から 母 了了さん、すみれさん、父 望さん

遊
び
に
来
て
ね！

農
家
民
宿
「
了
月
舎
農
園
」

▼
定
員　

４
～
５
人
ま
で

　
　
　
　
　

（
一
日
一
組
限
定
）

▼
宿
泊
料
金

　

素
泊
ま
り
で
７
千
円

　

（
朝
夕
２
食
付
き
で
１
万
円
）
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◆加入方式ごとの補償内容

帳簿型の全相殺方式加入者の方へ

加入申し込みが始まります
災害に備え、万全の準備をしましょう

　近年、全国各地で異常気象による大規模災害が発生しています。県内でも大雨で河川の氾濫や圃
場への土砂流入など、被害が多発しています。もしもの事態に備えて水稲共済に加入しましょう。

　令和７年産の共済金仮渡しを半相殺方式は11月28日に、インデックス方式、全相殺方式
（全量委託型）については、12月19日に行いました。帳簿型の全相殺方式加入者について
は、６月以降にお支払いする予定です。
　なお、帳簿型は申告の方法で提出書類が異なります。ご自身の加入内容を確認の上、下
記の出荷実績が確認できる関係書類を提出してください。

水稲共済

 白色申告者 
・�申告書の「令和７年分収支内訳書（農業所得用）」および２ページ目の「収入金額の明細」
の写し
・�収穫量が分かる書類（飯米・自家保有の分かる記録帳簿やJAなどからの取引明細書など）

 青色申告者 
・確定申告書（第一表）の写し
・青色申告決算書（農業所得用）の損益計算書および２ページ目の収入金額の内訳の写し
・収穫量が分かる書類（飯米・自家保有の分かる記録帳簿やJAなどからの取引明細書など）

※全相殺方式は３つのタイプから選択できます
※被害が一筆だけでも支払対象になる「一筆全損特例」と「一筆半損特例（特約付帯）」があります
※�上記方式のほか、品質を加味し生産金額の最高９割を補償する「品質方式」があります。ただし、生産量の全量
をＪＡ等に出荷し、過去の数量や品位に関する資料を準備できる方が加入できます

加入方式

全相殺方式
・青色申告型
・白色申告型
・全量委託型

半相殺方式 地域インデックス方式

支払対象となる主な事故 自然災害や病虫害、鳥獣害などによる収穫量の減少 自然災害などによる地域
的な収穫量の減少

最高補償割合 ９割 ８割 ９割

共済金などの支払条件
※�最高補償割合を選択の
場合

農業者ごとに全耕地の収
穫量割合が「個人の平年
収穫量」の９割を下回っ
た場合に共済金をお支払
いします

農業者ごとに被害耕地の
減収量合計が基準収穫量
の２割を超えた場合に共
済金をお支払いします

市町村の統計単収が当該
市町村の平年単収の９割
を下回った場合に作付け
面積を乗じた減収量分を
お支払いします
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・ビニールを張っていない期間の事故も補償します
・被覆期間が短いほど掛金は安いです
・被覆期間の変更は必ずご連絡ください
※異動通知を行わないまま被害が発生した場合は、共済金をお支払いできないことがあります

強風で根元から吹き飛ばされた水稲育苗ハウス（令和７年５月・仙北市）

　
春
が
近
づ
く
３
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
、
水
稲
の

育
苗
に
向
け
て
ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
す
る
ハ
ウ
ス

が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
低
気
圧
の

影
響
で
強
風
に
よ
る
ハ
ウ
ス
の
被
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
も
し
も
の
備
え
に
園
芸
施
設
共
済

へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ビニールを張っている被覆期間とパイプだけの未被覆期間を１年間補償しています

〔補償期間のイメージ〕※ビニールの被覆期間が３カ月の場合

◆補償期間（共済責任期間）

◆掛金の目安 ◆充実コース

ずっと安心！通年補償！

≪ 条 件 ≫
・３間×10間
・ビニールの厚さ：0.15㍉
・パイプの太さ：31.8㍉未満
・経過年数：10年以上

標準コースに特約を付ける
ことで、より手厚い補償が
可能です。

特約を２つ追加しても
被覆期間３カ月で掛金は…� 2,080円
全損すると…� 484,000円
お支払いします
※ビニールの種類で掛金は変わります

〈パイプハウスの場合〉
❷付保割合追加特約

標準コースの補償範囲

❶復旧費用特約

※被覆材を除く

補
償
金
額（
％
）

（経過年数）

100

80

40

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

▼
復
旧
費
用
特
約
と
付
保
割
合
追
加
特
約

を
セ
ッ
ト
で
加
入
す
る
と
標
準
コ
ー
ス
に

補
償
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
築
年
数
に

か
か
わ
ら
ず
新
築
時
の
資
産
価
値
（
評
価

額
）
ま
で
補
償
し
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

被 覆 期 間：３カ月 【被覆期間】
ビニール＋
パイプの補償

【未被覆期間】
パイプの補償未被覆期間：９カ月
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◆掛金表（特約なしの場合）
加入金額

種類 100万円 500万円 1,000万円 3,000万円

掛　
金

火災共済 1,500円 7,500円 15,000円 45,000円
総
合
共
済

普通物件 4,000円 20,000円 40,000円 120,000円

特殊物件 14,000円 70,000円 140,000円 420,000円

気
を
付
け
て
い
て
も

事
故
は
起
き
て

　
　
　
　
し
ま
い
ま
す
！

横
転
し
全
損
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
（
横
手
市
）

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

事
故
件
数
が
増
加
し
ま
す
。
事
故
対
策
に
最
も

重
要
な
の
は
転
倒
や
転
落
防
止
で
す
。
使
用
前

に
必
ず
機
械
の
点
検
・
整
備
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。
運
転
の
間
隔
が
空
い
た
状
態
で
大
型
機

械
に
乗
る
際
は
、
感
覚
が
鈍
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
あ
ぜ
越
え
や
圃
場
へ
の
出
入
り

に
は
慎
重
な
操
作
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
春
の
農
繁
期
は
注
意
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。

無
理
の
な
い
作
業
計
画
を
立
て
、
安
心
し
て
農

作
業
が
で
き
る
よ
う
万
が
一
に
備
え
、
農
機
具

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

農
機
具
共
済

　農機具共済にご加入の農機具の格納場所や型式変更、買い替えの際は、お近くの支所まで
ご連絡ください。連絡せずに共済事故が発生した場合、共済金が支払われませんのでご注意
願います。
　新しい農機具に買い替えた場合は、機体を入れ替えた日から14日以内にご連絡ください。

◆
加
入
要
件
（
新
規
加
入
の
場
合
）

・
新
品
で
購
入
し
た
農
機
具

【
購
入
し
た
時
期
か
ら
８
年
未
満
の
農
機
具
】

補
償
範
囲　
５
万
円
か
ら
３
千
万
円

（
標
準
小
売
価
格
（
税
込
）
を
上
限
）

・
中
古
で
購
入
し
た
農
機
具

【
最
終
販
売
時
期
か
ら
16
年
未
満
の
農
機
具
】

　
付
保
割
合
条
件
付
実
損
て
ん
補
特
約
を
付
け

た
う
え
で
、
購
入
し
た
価
格
ま
た
は
時
価
額
の

い
ず
れ
か
低
い
額
ま
で
の
補
償

農機具の格納場所・型式変更・買い替えの際は速やかにご連絡を
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入 険収 保
令和７年の確定申告終了後は令和７年の確定申告終了後は
速やかに確定申告書類速やかに確定申告書類（写し（写し）の提出を！）の提出を！
　収入保険加入者は保険金等対象の有無にかかわらず、税務申告書類の提出が義務付けられ
ています。確定申告が終わりましたら、下記の書類を提出してください。

◆令和８年契約の収入保険加入者の方へ
・基準収入を上げる特例適用には、農地情報一覧の提出が必要です

・�営農計画書の内容に変更がある場合は、農作物等の作付け後１カ月以内に通知して
ください
・収入が減少する事故が発生した際は、遅滞なく通知してください

提出しない場合は、特例が適用できません

通知が遅れた場合は保険金等の支払いが免責となり、減額されますのでご注意
願います

※�上記書類等の提出依頼については、令和８年１月中旬ころから各支所ごとに通知しています。管内各支所に
提出してください（法人については事業年度の開始月で提出時期が異なります）

関　係　書　類 個人 法人

1 【税務申告書類】確定申告書第1表 ○

2 【税務申告書類】青色申告決算書（農業所得用）の損益計算書と収入金額
の内訳書（１ページと２ページ） ○

3 【税務申告書類】法人税の申告書「別表一・別表四」農業部門に係る損益
計算書 ○

4 【税務申告書類】製造原価報告書 ○

5 保険期間の棚卸表（棚卸計上がある場合） ○ ○

6 事業消費帳簿（事業消費計上がある場合） ○ ○

7 交付金等計算書等（数量払等の交付金等を受けている場合） ○ ○

8 雑収入の内訳 ○ ○

7



支所統廃合により　新体制が始まります支所統廃合により　新体制が始まります
　令和８年４月１日から、本所・３支所体制で業務が
始まります。将来にわたる農業保険事業の安定的な実
施および運営体制の効率化・合理化を図るため、統廃
合することとなりました。
　現在の７支所が３支所となりますが、当面は各支所
に出張所を置き、効率的な運営に向けた組合再編に取
り組んでいきます。
　組合員の方々へのサービスが低下しないよう努力し
てまいりますので、ご理解をお願いします。
　なお、新体制に関わる規則等の変更は３月の臨時総
代会に諮られます。

農家ファーストで
安心を

お届けします！

八峰町

能代市

三種町

男鹿市

大潟村
五城目町

秋田市
仙北市

美
郷
町

横手市

羽後町

湯沢市

東
成
瀬
村

大仙市

由利本荘市

にかほ市

井川町

潟上市

八郎潟町

藤里町

北秋田市

大館市

小坂町

鹿角市

上
小
阿
仁
村

ＮＯＳＡＩ秋田
本所・支所等
配置図

県北支所・県北家畜診療所
（旧北秋田市産業会館）

鹿角出張所・鹿角分室
（現北鹿支所）

由利出張所
（現由利支所）

県南支所
（現仙北支所）

中央部
家畜診療所

県南
家畜診療所

横手雄勝出張所
（旧岩崎小学校）

八峰町

能代市

三種町

藤里町

北秋田市

大館市

小坂町

鹿角市

上
小
阿
仁
村

北鹿支所北秋田山本支所

仙北市

美郷町
大仙市

横手市

羽後町

湯沢市

東
成
瀬
村

仙北支所

雄勝支所

横手市支所

男鹿市

大潟村
五城目町

秋田市

由利本荘市

にかほ市

井川町
潟上市

八郎潟町

中央支所

由利支所

本所

本所
中央支所
（現本所）
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支所統廃合により　新体制が始まります支所統廃合により　新体制が始まります

■各支所・出張所所在地および電話番号一覧　※本所、中央部・県南家畜診療所の電話番号は変更ありません
支所・出張所名 住　所 回線名 電話番号

県北支所
県北家畜診療所

北秋田市住吉町12－18

総務課 0186－84－8375
農産課 0186－84－8376
資産課 0186－84－8377
家畜課 0186－84－8378
診療所 0186－62－0773
FAX 0186－84－8370

鹿角出張所 鹿角市花輪字囲田66 －

中央支所 秋田市中通３－４－50　３階

総務課 018－874－7200
農産課 018－874－7381
資産課 018－874－7385
家畜課 018－874－7389
FAX 018－874－7390

由利出張所 由利本荘市尾崎17 －

県南支所 大仙市花館字西石田38

総務課 0187－63－1066
農産課 0187－66－9111
資産課 0187－66－9112
家畜課 0187－66－9113
FAX 0187－63－1033

横手雄勝出張所 湯沢市岩崎字寝連沢1－10 －
※出張所に電話機・FAXは設置しません
※�電話する際は、組合員等コードや加入内容などを確認する場合がありますので、NOSAIから届いた書類を準備して
ご連絡ください

■新機構の部課名称

本　所
　総務課：総務、庶務、システム情報、広報
　経理課：経理
　人事課：人事、研修
　収入保険課：収入保険
　収穫共済課：農作物、畑作物、果樹、損害防止
　資産課：園芸施設、建物、農機具
　家畜課：家畜
　家畜診療センター：家畜診療

支　所
　総務課：総務、経理、庶務、広報
　農産課：農作物、畑作物、果樹、損害防止、収入保険
　資産課：園芸施設、建物、農機具
　家畜課：家畜
　出張所

内部監査室

参事

総務部 農産部 資産部 家畜部

人　
事　
課

経　
理　
課

総　
務　
課

収
穫
共
済
課

収
入
保
険
課

資　
産　
課

家　
畜　
課

家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

県北支所

家　
畜　
課

資　
産　
課

農　
産　
課

総　
務　
課

出　
張　
所

県
南
家
畜
診
療
所

中
央
部
家
畜
診
療
所

県
北
家
畜
診
療
所

鹿
角
分
室

中央支所

家　
畜　
課

資　
産　
課

農　
産　
課

総　
務　
課

出　
張　
所

県南支所

家　
畜　
課

資　
産　
課

農　
産　
課

総　
務　
課

出　
張　
所

支　所本　所
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ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
に
携
わ
り
25
年

に
な
る
大
仙
市
太
田
の
田
口
良
平
さ
ん

（
48
）。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
22
棟
（
30

坪
×
５
棟
、
60
坪
×
７
棟
、
75
坪
×
10

棟
）
で
生
産
す
る
ほ
か
、
水
稲
７
・
７

㌶
、
大
豆
６
㌶
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
通
年
栽
培
し
て
い

ま
す
が
、
気
温
が
低
く
な
る
秋
か
ら
が

旬
で
す
。
寒
さ
に
当
た
る
こ
と
で
甘
み

と
う
ま
み
が
増
し
ま
す
。
田
口
さ
ん
は

「
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
播
種
し
て

40
日
ほ
ど
で
収
穫
で
き
、
冬
は
寒
さ
に

よ
っ
て
変
わ
る
が
、
２
～
３
カ
月
で
収

穫
で
き
る
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

全
部
で
10
品
種
ほ
ど
を
手
が
け
、

春
と
秋
は
「
イ
ー
ハ
セ
ブ
ン
」、
夏
は

「
サ
マ
ー
ヒ
ッ
ト
」
「
ジ
ャ
ス
テ
ィ

ス
」、
冬
は
「
ス
ー
パ
ー
セ
ー
ブ
」

「
吉
兵
衛
」
な
ど
が
主
力
。
気
温
と
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
栽
培
す
る
品

種
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
肥
料
を
ま
い
て
耕
起
し
播
種
を
し
て

い
き
ま
す
が
、
夏
場
は
耕
起
後
、
土
の

上
に
ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
。
太
陽
の
熱
を

利
用
し
て
土
壌
殺
菌
す
る
太
陽
熱
消
毒

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
水
を
ま
き
収

穫
１
週
間
前
ま
で
に
葉
や
茎
に
も
消

毒
。
涼
し
い
う
ち
に
作
業
し
な
い
と
葉

が
焼
け
て
し
ま
う
と
い
い
ま
す
。

夏の栽培に注力
　　　　収穫増を目指す

大仙市　田口　良平さん
Vol.23ホウレンソウ
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通
年
で
安
定
し
た
収
穫
を
見
据
え
る

　

灌か
ん

水す
い

作
業
を
重
要
視
す
る
田
口
さ

ん
。
播
種
し
て
か
ら
１
回
、
２
週
間
ほ

ど
で
ま
た
灌
水
し
ま
す
が
、
土
の
乾
き

具
合
と
天
候
を
見
て
判
断
し
ま
す
。
ま

た
、
収
穫
後
に
残
っ
た
茎
や
根
な
ど
の

残ざ
ん
渣さ

は
菌
の
発
生
源
で
す
。
し
っ
か
り

取
り
除
い
て
か
ら
肥
料
を
ま
く
よ
う
注

視
し
ま
す
。
「
夏
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
菌
が
大
量
発
生
す
る

た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
」
と
話
し
、

管
理
を
怠
り
ま
せ
ん
。

　
秋
か
ら
春
の
収
穫
は
安
定
し
て
い
る

た
め
、
夏
の
生
育
と
収
穫
量
の
向
上
が

課
題
で
す
。「
夏
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は

出
回
る
量
が
少
な
い
の
で
単
価
が
高

い
。
し
か
し
、
近
年
の
異
常
な
猛
暑

で
、
丈
も
短
く
株
も
細
い
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
。
水
管
理
や
遮
光
ネ
ッ
ト
で

温
度
抑
制
を
徹
底
し
て
い
る
が
、
も
っ

と
別
の
対
策
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
模
索
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
の

出
荷
量
約
67
㌧
の
う
ち
、
田
口
さ
ん
は

約
20
㌧
出
荷
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
妻

の
恵え

美み

香か

さ
ん
（
46
）
と
両
親
で
作
業

し
て
い
ま
す
が
、
収
穫
最
盛
期
の
10
月

は
作
業
員
を
６
人
ほ
ど
雇
い
ま
す
。
同

Ｊ
Ａ
ほ
う
れ
ん
草
部
会（
部
会
員
70
人
）

の
部
会
長
を
務
め
る
田
口
さ
ん
は
「
栽

培
農
家
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
の

で
、
継
続
を
心
が
け
た
い
。
品
質
の
向

上
と
１
ハ
ウ
ス
で
収
穫
を
５
回
転
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
力

を
込
め
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

　田口さんは、令和５年から部会
長として活躍してくださっていま
す。
　ホウレンソウは暑さに弱いの
で、夏に作付けする農家さんが少
ないです。田口さんは通年で安定
した供給ができるため、市場から
の信頼も厚いです。
　期待の若手農家として、これか
らも高品質なホウレンソウを作っ
てほしいです。全力でサポートし
ていきます。

ＪＡ秋田おばこ  営農経済部
草彅

なぎ
　智

とも
成
なり

 さん

特産を共に守る

包装作業

収穫作業

▲�計量したホウレンソウを
厚紙で包みます

1

▲根元を鎌で刈り取ります

1

▲�包んだ状態で袋に入れ、
厚紙を引き抜きます

2

▲�根をはさみで切り落とします

2

▲��きれいに包装できましたー！

3

▲余分な葉を取り除きます

3

▲��売れ筋はＭサイズ
（25㌢）です

4

▲�根元に付いた土を優しく
拭き取ります

4
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鹿
角
市
花
輪
の
石
川
菓
子
店
花
輪

店
（
本
店
＝
同
市
尾
去
沢
）
で
は
、

同
市
内
産
の
農
作
物
を
使
っ
た
焼
き

菓
子
や
ケ
ー
キ
を
数
多
く
販
売
し
て

い
ま
す
。
花
輪
店
を
仕
切
る
石
川
菓

子
店
３
代
目
の
石
川
智と
も

啓ひ
ろ

さ
ん（
34
）

が
家
族
と
従
業
員
合
わ
せ
て
４
人
で

切
り
盛
り
し
ま
す
。

　

同
市
で
取
れ
た
リ
ン
ゴ
を
は
じ
め

モ
モ
や
イ
チ
ゴ
、
ブ
ド
ウ
や
サ
ツ
マ

イ
モ
な
ど
を
使
用
。
旬
の
食
材
を
取

り
入
れ
季
節
感
を
大
事
に
作
っ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

　

道
の
駅
か
づ
の
「
あ
ん
と
ら
あ
」

で
昨
秋
開
催
さ
れ
た
「
り
ん
ご
フ
ェ

ア
」
に
合
わ
せ
、
花
輪
店
で
は
「
鹿

（
井
島
市
太
郎
代
表
＝
79
歳
、
構
成

員
１
３
０
人
）
と
共
に
地
域
活
性
化

を
目
指
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
令

和
４
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
同
法

人
の
構
成
員
や
元
給
食
調
理
員
な
ど

10
人
ほ
ど
で
運
営
し
ま
す
。

　

石
沢
そ
ば
は
、
風
味
の
良
さ
と
コ

シ
の
強
さ
が
特
徴
。
食
堂
で
は
喉
越

し
の
良
い
二
八
そ
ば
を
提
供
し
ま

す
。
尾
身
代
表
は
「
お
客
さ
ん
の

『
お
い
し
か
っ
た
よ
』
の
声
が
何
よ

り
う
れ
し
い
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の

人
が
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
創

出
の
場
に
し
た
い
」
と
展
望
を
話
し

ま
す
。

角
産
り
ん
ご
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」

（
税
込
み
２
８
０
円
）
を
新
発
売
。

石
川
さ
ん
は
「
お
客
さ
ま
か
ら
大
変

好
評
で
、
試
作
を
重
ね
苦
労
し
た
か

い
が
あ
っ
た
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

花
輪
店
は
地
場
産
食
材
の
お
い
し

さ
を
周
知
す
る
た
め
、
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
の
情
報
発
信
に
力
を

入
れ
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ
を
使
っ

た
日
持
ち
す
る
商
品
を
構
想
。
「
お

土
産
用
の
新
作
を
開
発
中
。
お
菓
子

を
通
じ
、
鹿
角
産
リ
ン
ゴ
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
張
り

切
り
ま
す
。

石
沢
学
校
食
堂

石
川
菓
子
店  

花
輪
店

廃
校
を
活
用

　「
そ
ば
処ど

こ
ろ・
石
沢
学
校
食
堂
」

鹿
角
産
り
ん
ご
の

　
　
　
　
　
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ

鹿
角
市

▲食堂を運営するスタッフら（左から２人目が尾身代表）

▲限定メニューの
　薬膳ヘルシーカレーつけそば

　

地
産
地
消
の
推
進
と
地
域
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
特
産
「
石
沢
そ
ば
」
を

提
供
す
る
、
由
利
本
荘
市
の
「
そ
ば

処
・
石
沢
学
校
食
堂
」
。
地
場
産
ソ

バ
を
使
用
し
、
閉
校
し
た
小
学
校
校

舎
の
食
堂
と
調
理
場
を
そ
の
ま
ま
利

用
。
化
学
調
味
料
を
一
切
使
わ
な
い

手
作
り
メ
ニ
ュ
ー
が
好
評
で
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

食
堂
は
尾お

身み

一か
ず

人と

代
表（
60
）が
、

農
事
組
合
法
人
石
沢
そ
ば
郷ご
う

里り

の
会

▲
�

リ
ン
ゴ
入
り
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
（
右
側
二
つ
）
と

マ
ド
レ
ー
ヌ
を
手
に
石
川
さ
ん

住　所：鹿角市花輪下花輪54
T E L：０１８６・２３・７２１６
営業時間：午前10時～午後６時半
定休日：木曜日

由
利
本
荘
市

読者
プレゼント
詳しくは14頁を
ご覧ください。
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横
手
市
大
雄
の
村
岡
亮
さ
ん

（
31
）
は
「
よ
こ
て
農
業
創
生
大
学

校
い
ぶ
り
が
っ
こ
コ
ー
ス
」
で
研
修

し
て
２
年
目
で
す
。
製
造
方
法
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
生
産
や
販
売
に
励
み
、
地
域
農

業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
で
、
応
用
や
改
善
が
図

れ
る
農
業
の
発
展
性
に
奥
深
さ
を
感

じ
、
転
職
を
決
意
。
同
市
山
内
地
区

の
燻い
ぶ

し
小
屋
と
漬
物
加
工
施
設
を
借

り
て
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
ダ
イ
コ
ン
を
２
㌃
で
栽

　

花
き
と
野
菜
を
施
設
栽
培
す
る
羽

後
町
床と
こ

舞ま
い

の
池
田
栄
子
さ
ん
（
66
）。

ス
ト
ッ
ク
を
１
３
０
坪
、
ア
ス
タ
ー

を
60
坪
、
葉
ボ
タ
ン
、
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
坪
で
手
が
け
ま
す
。
高
品

質
な
生
産
と
収
入
増
加
に
つ
な
げ
る

工
夫
を
怠
ら
ず
、
葉
ボ
タ
ン
を
染
色

し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
な
ど
、
単

価
向
上
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

葉
ボ
タ
ン
は
12
㌢
間
隔
で
定
植
。

施
肥
量
が
多
い
と
発
色
が
抑
え
ら
れ

る
た
め
、
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う
気

を
付
け
ま
す
。
収
穫
は
12
月
下
旬
こ

ろ
ま
で
行
い
ま
し
た
。

培
し
７
０
０
本
を
収
穫
。
６
６
６
本

を
い
ぶ
り
が
っ
こ
に
加
工
し
ま
し

た
。
併
せ
て
い
ぶ
り
が
っ
こ
の
料
理

を
創
作
し
、
各
地
で
出
張
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

村
岡
さ
ん
は
ダ
イ
コ
ン
を
県
内
産

で
賄
い
き
れ
な
い
現
状
を
憂
い
、
原

料
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
を
一
貫
し

て
行
う
６
次
産
業
化
へ
挑
戦
を
決
め

ま
し
た
。
「
い
ぶ
り
が
っ
こ
を
作
り

つ
つ
、
原
料
を
供
給
す
る
立
場
の
両

面
で
活
躍
す
る
経
営
を
目
指
す
」
と

先
を
見
据
え
ま
す
。

村
岡
　
亮  

さ
ん

い
ぶ
り
が
っ
こ
研
修
生

ダ
イ
コ
ン
栽
培
と
創
作
料
理
販
売
も

カ
ラ
フ
ル
な
葉
ボ
タ
ン
に
染
色

　
　
　
　
　
　
付
加
価
値
高
め
る

横
手
市

　

池
田
さ
ん
は
８
年
前
に
葉
ボ
タ
ン

の
染
色
を
知
り
、
現
在
は
作
付
け
す

る
４
品
種
の
う
ち
白
系
２
品
種
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
収
穫
し
た
葉
ボ

タ
ン
の
切
り
口
を
、
切
り
花
着
色
剤

を
入
れ
た
容
器
に
１
日
浸
し
て
染
め

ま
す
。
花
の
色
は
ピ
ン
ク
や
ブ
ル
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
の
総
会
や
講
習
会
に

も
足
を
運
ん
で
情
報
収
集
す
る
池
田

さ
ん
。
「
勉
強
に
励
み
、
よ
り
良
い

物
を
作
り
た
い
。
規
格
外
品
を
減
ら

し
、
１
０
０
％
出
荷
を
目
指
す
」
と

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

▲漬け込んだダイコンをたるから取り出す村岡さん

▲漬け終わったダイコン

池
田
　
栄
子  

さ
ん

▲
�

「
花
の
直
径
と
丈
が
出
荷
規
格
に
合
う
よ
う
栽
培
す
る
」

と
池
田
さ
ん

▲
�

蒸
散
量
が
減
る
と
着
色
剤
が
吸
い
上

げ
ら
れ
な
い
た
め
、
温
湿
度
に
注
意

が
必
要
で
す

羽
後
町
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知っトク

税の話
　また、基準期間が課税事業者でなかった場
合、その基準期間における課税売上高の計算時
には、税抜き処理を行う必要はありません。
　ご質問の場合、令和７年分の販売代金が
1，000万円を超えていますので、令和７年分を
基準期間とする令和９年分は消費税の課税事業
者となります。
　令和６年以前は、年間の販売代金が1，000万
円を超えたことがなかったようなので、令和７
年分は「免税事業者」になり、納税義務は免除
されます。
　基準期間の課税売上高が1，000万円を超えた
場合、速やかに「消費税課税事業者届出書（基
準期間用）」を提出する必要があります。

　詳しくは、国税相談専用ダイヤル（０５７０
－００－５９０１）にお尋ねください。（国税
局の電話相談センターにつながります）。
� （秋田南税務署）

消費税の申告等について
Ｑ　これまで米の年間の販売代金が1，000万円
を超えたことはありませんでしたが、令和７年
分で初めて超えました。1，000万円を超えた場
合、消費税の申告が必要と聞いたのですが、ど
のような手続きになりますか。
　なお、私はインボイスの登録はしていません。
Ａ　課税期間の基準期間における課税売上高が
1，000万円を超えた事業者は、消費税の「課税
事業者」になります。基準期間とは、その年の
前々年をいいます。

　
Ｊ
Ａ
で
キ
ク
の
営
農
指
導
な
ど
を
担

当
し
て
３
年
目
で
す
。
キ
ク
は
品
種
が

２
０
０
以
上
あ
り
覚
え
る
こ
と
も
多

く
、
担
当
に
な
っ
た
頃
は
と
に
か
く
勉

強
し
ま
し
た
。

　
話
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
毎
日
農

家
さ
ん
と
会
話
で
き
て
楽
し
い
で
す
。

最
近
は
頼
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
、
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
農
家
さ
ん
を

一
番
に
考
え
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
た

い
で
す
。

　
こ
の
職
業
を
き
っ
か
け
に
、
プ
ラ
ン

タ
ー
菜
園
を
昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

夢
中
で
育
て
た
お
か
げ
で
、
大
き
な
野

菜
が
で
き
て
満
足
し
て
い
ま
す
。

加賀谷  海
ま

姫
りん

さん（20）
～ 潟上市 ～

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

①クイズの答え
②3月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望など（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
情
報
課

85

【応募締切】
令和8年3月13日（金）消印有効

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただ
きます。前号の答えは「享保年間」でした。

　組合ホームページからも
応募できます。必要事項と、

「ご用件」欄に①答え②感
想や要望③年齢を入力の
上、送信してください。

　　　ホウレンソウ栽培する田口さん
は、何年栽培に携わっているでしょう。
（10頁参照）。正解者の中から抽選で
９人の方に、12頁で紹介した「フィナ
ンシェとお菓子の詰め合わせ」をプレ
ゼントします。

農
家
さ
ん
に

　
頼
ら
れ
て
や
り
が
い
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NOSAIへの
お問い合わせは

由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

本 　 　 所  TEL 018-884-5222
北 鹿 支 所  TEL 0186-23-7401
北秋田山本支所  TEL 0185-54-5540
中 央 支 所  TEL 018-865-1701

　
果
樹
共
済
「
総
合
短
縮
方
式
」
は

３
月
20
日
、
水
稲
共
済
は
４
月
25
日

が
加
入
申
し
込
み
期
限
で
す
。
申
込

書
の
提
出
は
期
限
内
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

事
故
や
け
が
に
よ
る
死
亡
、
入

院
、
通
院
な
ど
を
補
償
す
る
傷
害
保

険
の
ご
案
内
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
期
限
は
３
月
23
日
で
す
。

※
「
農
機
具
共
済
加
入
者
向
け
」
の

名
称
で
す
が
、
組
合
員
と
そ
の
家
族

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
加
入
い
た

だ
け
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や
申
し
込

み
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
組
合
で
は
、
令
和
９
年
４
月
１
日

採
用
予
定
の
一
般
職
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
人
員　
５
人
程
度

◆
勤
務
地　
各
事
業
所
の
い
ず
れ
か

に
勤
務
し
、
転
勤
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
北
秋
田
市
・
秋
田
市
・
大
仙

市
）。

◆
受
験
資
格

　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
大

学
、
大
学
院
を
令
和
９
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
方
。

　
採
用
時
ま
で
に
普
通
自
動
車
免
許

（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）
取
得
可
能
な
方
。

◆
試
験
日
お
よ
び
試
験
方
法

　
一
次
試
験　
６
月
５
日
（
金
）

　
適
性
試
験
（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
）
と
作
文

　
二
次
試
験　
６
月
19
日
（
金
）

　
面
接

◆
試
験
会
場

　
秋
田
県
農
業
共
済
会
館

　
（
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50
号
）

◆
募
集
期
間

　
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
５
月
22
日

（
金
）
ま
で
。
詳
し
い
内
容
は
３
月

２
日
（
月
）
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

からの
お知らせ

果
樹
共
済「
総
合
短
縮
方
式
」・
水
稲

共
済
　
期
限
内
に
加
入
申
し
込
み
を

農
機
具
共
済
加
入
者
向
け

傷
害
保
険
の
ご
案
内

一
般
職
職
員
を
採
用
し
ま
す

 ▼

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

お便りお便りありがとうございまありがとうございますす

●本間さんの「土ネギ」を、とれたて旬菜館
で購入しています。長持ちするネギでとても
助かっています。� （大館市・芳賀さん）

●写真で見ると一年の被害がよく分かり、今
年も心配になります。共済金はありがたいと、
しみじみ思います。
� （五城目町・鳥井さん）

●羽後町方面によく出かけますが、道の駅に
行くといろいろな花があり、つい買ってしま
います。花を見ると心がいやされます。
� （由利本荘市・佐藤さん）

●花き栽培する齋藤さん、丁寧な仕事ぶりに
感激しました。今年の花作りの参考にしたい
です。� （仙北市・鈴木さん）

●秋田でも落花生の栽培が出来るとは知りま
せんでした。今年チャレンジしてみたいと思
います。� （湯沢市・高橋さん）

前号にお寄せいただいたお便りの一部をご紹介します。
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

3
2026
vol.35

 材料 
ホウレンソウ１束、豚バラスライス肉
100g、ダイコン100g、ユズの皮少々、
かつお出汁500cc、醤油70cc、みりん
30cc

 つくり方 
①�ホウレンソウは5cmほどにザク切り
に、ダイコンは皮を剥いておろしてお
く

②�かつお出汁、醤油、みりんを土鍋に入
れて沸かし、豚バラ肉とホウレンソウ
を加える。肉に火が通ってきたら大根
おろしを加え、すりおろしたユズの皮
を散らして完成

 材料 
ホウレンソウ１束、干し柿２個、胡麻酢
（胡麻ペースト50g、醤油20cc、みりん
20cc、酢15cc）

 つくり方 
①�ホウレンソウは熱湯で２分ほど茹で
て水にさらしておく。水気をしっかり
としぼり３cmほどに切る。干し柿は
１cm角に切る

②�胡麻酢の調味料をよく混ぜ合わせる。
ホウレンソウと干し柿をざっくりと器
に盛り付け胡麻酢をかけて完成

 材料 
ホウレンソウ１束、真鱈子100g、いぶり
がっこ50g、醤油50cc、料理酒20cc、
みりん20cc

 つくり方 
①�ホウレンソウは熱湯で２分ほど茹で
て水にさらしておく。水気をしっか
りとしぼり３cmほどに切る。いぶり
がっこも３cmほどの長さで千切りに
する

②�真鱈子の皮を包丁の背でしごいて
取り除く。水にさらして4～５本の箸
でかきまぜてスジを絡ませて取り除
く。２～３度水をとりかえてから漉し
器など目の細かいザルにあけ、30分
ほど水気を切る

③�②に醤油、料理酒、みりんを合わせ、
ホウレンソウといぶりがっこと和え、
器に盛り付けて完成

ホウレンソウと
豚バラのみぞれ鍋

ホウレンソウと
干し柿の胡麻酢がけ

ホウレンソウの
真砂（まさご）和え

をお届け

秋田の特産
品で

その23

んめ！

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

●秋田年金事務所

●

●隠家あわい

隠家あわい
店主　冨岡 　誠 さん

　秋田の旬の食材を使った料理
を提供する小料理店「隠家あわ
い」店主。「あきた郷土作物研
究会」会員

秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251

営業時間／
　17：30〜22：30
　※昼は要予約

定休日／日曜日

監
修

ホウレンソウ

　ＪＡ秋田おばこで生産
されるホウレンソウは、
「秋田まごころほうれん
そう」として出荷されて
います。特に冬場は甘み
が強く、鉄分が豊富で栄
養価の高さが特徴です。 ■10頁に関連記事
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